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出来た。全長 139m、幅 24m と小規模な地下街ではあるが、1997 年 4 月に着工して 8 ヶ月
後の 1998 年の元旦にはオープン出来たのだから、日本では考えられないスピードである。
「その秘密は？」とよく聞かれるが、①当時はオープンカット方式が可能だったこと、②
24 時間 3 交代で休日一切なし、③雨が殆ど降らない、の 3 点がその理由である。 
オープン後も、手塩にかけて教育した社員を多数引き抜かれたこと等々、頭を打つこと
も多かったが、日本流の「お客様を大切にするサービス精神」も行き届き、今ではウルム
チを代表するファッション・ストリートになる事が出来たと自負している。ここまでこれ
たのも、現地の若い中国人スタッフの知恵と情熱に依るところ大であり、私としては感謝
の気持ちで一杯である。中国の若い人達の向上心・バイタリティ、新しいものを吸収する
積極性には敬服している。 
この地下街の事業をご縁として、これまで 7 回に亘り「中国新疆視察旅行」を主催し、
毎回 20 名近くのご参加を得ている。今後も毎年続けていく所存であるが、一人でも多くの
日本のビジネス関係の方々に新疆を知って貰い、両者のパイプが少しでも太く短くなるこ
とを願って止まない。 
今後、中国と日本との相互理解を深めることはますます重要になってゆく。そのために、
我々民間経済人の責任も重大であることは言うまでも無い。私は全く微力ではあるが、「新
疆と日本との橋渡し」のために、些かなりともお役に立つべく努力したいと考えている。 
